
（別紙３）

～ 2025年3月31日

（対象者数） 17 （回答者数） 10

～ 2025年3月31日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も必要に応じて勉強会を開催し、外部の研修も積極的に

受講できる環境を整備してまいります。職員の知識や技術向

上に努め、より良い療育につなげられるよう取り組んでまい

ります。

2

今後も安全で清潔な空間づくりを行い、子どもたちが安心感

を持って楽しみながら通所できる環境づくりを心掛けます。

また、怪我等の予防策を講じて安全点検を徹底してまいりま

す。

3

多様な活動プログラムを用意し、明確なルールのもとで子供

たちに様々な体験を通して成長してもらえるよう取り組んで

まいります。今後も保護者の気持ちに寄り添った支援の提供

を継続します。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

保護者の皆様にしっかりと情報を伝えることができる仕組み

づくりに取り組んでまいります。また、非常時の対応につい

て定期的な情報共有に努めてまいります。

2

構造上の設備変更は難しいため、空間をうまく使う工夫や、

道具を使用して対応してまいります。活動に支障が生じない

よう適切な環境整備に取り組んでまいります。また、今後も

活動内容によっては外部施設や公園等の活用を継続してまい

ります。

3

必要に応じて人材確保に努めてまいります。また、職員が研

修を重ねることで専門性につながる支援が行えるよう取り組

んでまいります。

職員の資質向上のための教育環境が整備されている 職員の資質向上のため定期的に勉強会を開催したり、外部の勉

強会にも参加できる環境が整備されています。

清潔で心地よく過ごせる環境整備 毎日、清掃やアルコール消毒を徹底し、整理整頓に取り組んで

います。また、緊急時の避難も迅速に行えるよう動線を意識し

た環境づくりをしています。

個々の発育に合わせた活動プログラムを提供している お子さまのもつ課題に沿ったプログラムを意識して組み立てて

います。また、定期的なプログラムの見直しを行うことで固定

化しないよう工夫しています。

専門職による支援 専門職による直接支援が望まれますが、確保が十分でない現状

があります。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

各種マニュアルの策定や避難訓練等の情報発信について 各種マニュアルの策定や定期的な避難訓練の実施について情報

発信していますが、保護者の皆様へ十分伝わっていない現状が

あります。

療育室の活動空間の整備 療育スペースに構造上の課題があるが設備の変更が難しく、活

動プログラムによっては十分な活動スペースの確保に難しさが

あります。
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事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
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